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２ 体育・保健体育授業の改善・充実に向けた取組の方向性 
 

北海道の体育・保健体育授業における  
※令和 4 年度全国体力・運動能力、運動習慣等調査結果より 

 

● 体育の授業に進んで取り組んでいる
児童生徒の割合が全国平均よりも低い。 

● 授業の中で、 
・目標(ねらい・めあて)を意識した学習 
・自分に合った練習方法を選択 
・友達と助け合ったり、教え合ったりす
る活動 

により、「できたり、分かったり」するこ
とがあると実感している児童生徒の割
合が全国平均よりも低い。 

・体力向上プラン等による現状把握及び授業改善の方向性の共有 
・授業の中でICT機器を効果的に活用するなどして、自己の課題に応じて主体的に練習に
取り組んだり、友達と関わりながら課題を解決したりする機会の意図的・計画的な設定 

○ 体育の授業が楽しいと感じている児
童生徒の割合が全国平均よりも高い。 

○ 小・中学校ともに、 
・前年度の調査結果を踏まえて授業等
を工夫・改善 

・授業の冒頭に目標を提示 
・授業の最後に学習内容の振り返り 
・助け合ったり、役割を果たしたり、話
し合ったりする活動を設定 

していると回答している学校の割合が
全国平均よりも高い。 

【本道の課題】 
 

【本道の現状】 
 

これからの授業改善の方向性 

 児童生徒が「できる」、「わかる」を一層実感することができる授業の実現に向けて 
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「体力向上プラン」による検証改善サイクルの確立（※詳細は体育専科教員等配置校の実践概要参照） 
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単元構造図による明確化（単元の目標から学習の流れ、評価機会及び評価規準をまとめたもの） 

＋Point 

児童生徒の目指す姿を明確化 

単元を通した学習内容及びそのつながりを明確化 

単元の評価規準（赤枠下段）と
１単位時間における評価機会
（赤枠上段）及び評価内容等の
つながりを明確化 


